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ソバは稲などと違って発芽の時に
双葉が出てくる双子葉植物の中の
タデ科ソバ属に含まれる。タデ科に
含まれる代表的な植物は、薬用に
用いられるダイオウ、染料に用いら
れるアイ、山の近くに行くと見かける
イタドリ、 
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山野草のイブキトラノオ、平地雑草
のギシギシ、スイバ、 
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その他、ハルタデ、ツルドクダミ、イ
ヌタデ、 
 

6 



オオケタデ、ヤナギタデなどがある。 
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ソバ属には１０種以上あると言われているが、栽培さ
れているのは普通ソバとダッタンソバ、栽培はほとんど
されていないが利用されることがある宿根ソバの３つ
です。日本では普通ソバが一般に栽培されているので
そばと言えば普通ソバになります。今日の主題のダッ
タンソバは日本での栽培は少ないですが、中国ではか
なり栽培されています。ダッタンソバは粉が苦いので
苦ソバの別名が有り、それに対し普通ソバは甘ソバの
別名もある。宿根ソバは名前の通り地下部で冬越しを
して春、ふただび生えてくる。先端の柔らかいところを
おひたしなどとして食べるため野菜そば、薬用として栽
培された経緯があり生薬名のシャクチリソバの別名が
ある。 
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普通ソバの花は小さい白い花が固
まって房状になっています。 
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それに対しダッタンソバは小さい緑
色の花です。宿根ソバは房と言うよ
り、きれいに並んでいます。ところで、
ダッタンソバは一種類の花ですが、
普通ソバはの花は２種類の花が咲
きます。 
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その２種類の花を拡大したのがこの写真です。違いがわかる
でしょうか。 

 何処が違うかというと、おしべとめしべの長さが違っています。
左はおしべが長く、めしべが短い、右はおしべが短くめしべが
長い。めしべ（花柱）の長さで、左は短柱花、右は長柱花といい
ます。そばは、株毎にどちらかの花だけが咲きます。そばは自
家不和合性と言って一つの花のおしべの花粉がめしべについ
ても実がつきません。異なる花の形、つまり、短いおしべの花
粉が短いめしべに、長いおしべの花粉が長いめしべについて
初めて実がつきます。この花粉を運んでくれるのがミツバチな
どの昆虫で、そのためそばは他殖性虫媒花といいます。その
ため、ソバが一株だけあっても実がつきませんが、同じ花をつ
ける、たとえば、この左の長柱花を着ける株が100本あっても

実がつかないことになります。これがソバの低収の原因の一つ
と言われております。 
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ダッタンソバは、普通ソバと違って、
自家和合性で、私が観察した範囲
ではミツバチなどの昆虫も寄ってき
ませんし、緑で地味な花が咲いたと
思ったときには実が大きくなり始め
ています。そのため、ダッタンソバは
普通ソバの３倍の収量があると書
いてある物もあります。 
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普通ソバには赤い花や実る途中が
赤い物があります。 
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ダッタンソバの特徴をまとめると、自
家和合性で虫が必要なく実がつき
ます。花は小さく緑色。分枝・花房
数が多く、多収と言われている。種
子は小さく、黒い物から茶色ねずみ
色などである。粉は黄色く苦い。湿
害に極めて弱い。また、暑さにも弱
い。 
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「北陸４号」は、平成４年から短強稈で早
生を目標に、つくばにあります生物資源
研究所のジーンバンクに保存されていた
ダッタン種を基に、選抜を繰り返して育種
しました。平成17年に「北陸4号」の名前で
品種登録を申請し平成19年3月に登録さ

れました。特徴はやや早生で、やや大粒、
草丈が短いことです。栽培されている地
域は、石川、新潟、滋賀、山形、富山、神
奈川となっています。 
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育成地での３年間の特性の平均。
播種は８月の中旬頃。開花は９月
の中旬後半、成熟期は10月下旬に

なり、普通ソバの「よとよむすめ」に
比べ１週間程度遅い。草丈は「とよ
むすめ」に比べ短く、分枝数・節数・
花房数がかなり多い。 
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「とよむすめ」に比べ、子実重は少
なく、粒重は少なく小粒です。粉の
色はb*の値が大きいと黄色が強く

なるのですが、北陸４号は値が大き
く黄色いことを示している。まだ、白
度が小さくややくすんだ色になって
いる。ダッタンソバの特徴であるル
チン含量は約100倍です。 
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肥料を1.5倍量入れた多肥２年間の

データですが、基本的には先ほど
の同じ傾向になっている。 
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こ肥料を1.5倍量入れた多肥２年間

のデータですが、基本的には先ほ
どの同じ傾向になっている。 
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草丈は、とよむすめに比べ北陸４号
は低く、多肥にするとやや長くなっ
てる。花房数・分枝数は北陸４号が
かなり多い、子実重は、2003年は同
程度ですが、3周連続台風が来て湿
害になった2004年では、北陸4号が

かなり少い。多肥により多収にも
なっています。 
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各県で試験をした結果。岩手県以外は
普通ソバ品種との比較で、長野県と岐
阜県がいい結果を示しています。 
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長野県と育成地の収量の比較。2002年と2003年で長野

県の試験場は塩尻市にあります現野菜花き試験場です。
長野県が育成地に比べ、収量レベルがかなり高いこと
がわかります。理由としては、左の表のように、生育期
間の降水量が長野県に比べ育成地はかなり多いこと、
育成地は重粘土で排水が悪い、長野県は黒ボクの畑
地ほ場で排水良好、ソバの湿害に弱い所が顕著に表れ
ていると考えらる。さらに見ると、育成地では、北陸4号
が収量が少ないのに比べ、長野県では北陸4号が普通

ソバに比べかなり多収になっています。ダッタンソバの
湿害に弱い点と自家和合性による多収がよくあらわれ
ている。 
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ダッタンソバ「北陸４号」の播種適期はいつか。平地で８月中・
下旬、山間地で７月下旬から８月上旬ぐらいと考えている。し
かし、普通ソバに夏そばがあるように、ダッタンソバも春に播
種することが可能であるが、収量性については６／７月の気
温に左右されます。2001年に5月10日から9月10日までの播種
期試験の結果は、8月10日から9月10日までが多収でした。7
月10日以前の播種では、ほとんど収穫がなかった。2003年と
2004年に夏ソバ品種の試験と一緒に播種した結果では、2003
年には5月6日の播種で約170kg/10aのかなりの多収になり、
夏播種の秋そばに比べ3倍の多収になりました。これに心強く
して2004年に4月30日播種の夏そば試験と一緒に行った結果
はは収穫皆無でした。2003年は冷害年で収穫期まで低温で
推移したため多収に、2004年は梅雨明けが早く、早くから暑く

なったため暑さで枯死し収穫皆無になったと考えています。そ
こで、2005年の4月に播種期試験を行った結果が右下の図で、
播種が早いほど多収になりました。 

 今のところの結論としては、遅霜被害の無いできるだけ４月
早くに播種して、夏暑くなる前に実を充実させれることが可能
であれば、春播が可能と考えている。 
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津南にあります新潟県農業総合研究所
高冷地農業技術センターで行った、播種
期試験の結果です。３年間の結果から、
７月下旬から８月中旬の播種で収量が安
定しています。ここでも、早い時期の播種
でも年によっては多収になっているようで
す。 
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各種の播種機 
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